
１　決算の概要

 (1) 一般会計の状況

 (2) 特別会計の状況

（単位：千円）
翌年度に

予算現額 歳入 歳出 繰り越す 実質収支
べき財源

Ａ Ｂ Ｃ (Ａ-Ｂ) Ｄ Ｅ (Ｃ-Ｄ)

39,684,801 39,851,687 37,437,723 2,413,964 293,326 2,120,638

17,903,224 18,033,005 17,503,872 529,134 0 529,134

 国民健康保険 事業勘定 8,397,350 8,402,385 8,240,338 162,047 162,047

 特別会計 直診勘定 57,300 56,397 51,896 4,501 4,501

 介護保険特別会計 7,994,872 8,128,876 7,774,557 354,319 354,319

 後期高齢者医療特別会計 1,453,702 1,445,347 1,437,081 8,266 8,266

57,588,025 57,884,693 54,941,595 2,943,098 293,326 2,649,772

※　表示単位未満を四捨五入しているため、計算の積み上げと合計が一致しない場合がある。

 (3) 公営企業会計（農業集落排水事業会計）の状況

（単位：千円）

収入 支出 差引

Ａ Ｂ Ｃ (Ａ-Ｂ)
46,968 38,798 8,170

(46,785) (38,615) (8,170)

14,253 14,253 0
(14,253) (14,253) (0)

（　）書きは、消費税及び地方消費税抜き額

農業集落排水事業会計の決算額のうち、消費税を調整後の収益的収支の状況は、収入額４，６７８万

５千円、支出額３，８６１万５千円であり、当年度純利益は８１７万円となった。

　また、資本的収支は、収入額及び支出額ともに１，４２５万３千円で、差引０円となった。
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実質収支も同額となった。

これを前年度と比較すると、歳入においては７，８７３万３千円、０．４％の増、歳出に

おいては１億７，９２０万７千円、１．０％の増、実質収支においては１億４７万４千円、

１６．０％の減となった。
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(形式収支)

２千円で、形式収支は、５億２，９１３万４千円となり、翌年度に繰り越すべき財源はないため

令和７年度君津市一般会計・特別会計及び公営企業会計

決算（見込み）の概要について

財　政　部

経済環境部

令和７年度の決算額は、歳入総額 ３９８億５，１６８万７千円、歳出総額 ３７４億３，７７２万

３千円で、形式収支は、２４億１，３９６万４千円となり、翌年度に繰り越すべき財源 ２億

９，３３２万６千円を控除した実質収支は、２１億２，０６３万８千円となった。

これを前年度と比較すると、歳入においては ７億７，１５２万８千円、２．０％の増、歳出に

おいては ８，９３６万８千円、０．２％の減、実質収支においては ８億４，８０６万３千円、

６６．６％の増となった。

特別会計合計の決算額は、歳入総額 １８０億３，３００万５千円、歳出総額 １７５億３８７万
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２　経常収支比率（令和７年度決算・速報値）

２０，７５４，２１７千円（経常経費充当一般財源）

２１，９１０，５５７千円（経常一般財源）
 ＝　９４．７％

から約２億６千９百万円増加したものの、経常一般財源において、地方税の増などにより約９億２百万

円の増額となったため、令和７年度決算に基づく経常収支比率は、令和６年度（９７．５％）から

２．８ポイント減少し、９４．７％の見込みとなった。

前年度と比較すると、経常経費充当一般財源においては、人件費や扶助費、物件費、補助費等の増


